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第 13回 天理チャレンジ水泳競技大会に参加される皆さま 

（参加される方は必ず目を通してください） 

 

天理大学水泳部部長 西田 円 

 

梅雨の毎日ですが、皆さまには、関カレ、全国公、インカレ目指して頑張って

いることと思います。 

この度は第13回天理チャレンジ水泳競技大会にご参加頂きありがとうござい

ます。この大会はもう少しでインカレに出場できる、日本選手権の制限記録に到

達するという選手の皆さんの目標達成のために企画しています。 

当日は可能な限り、ゆとりあるタイムテーブルを設定し、選手のパフォーマン

スを引き出せる手作りの競技会を進めようと考えております。 

皆さまには会の運営にご理解とご協力をお願い申しあげる次第です。宜しく

お願いいたします。 

 

参加される際の留意事項 

１） 開場は午前 8時を予定しています。また競技開始は午前 10時を予定して

います。 

２） 受付で大学ごとに適数のプログラム、リレーオーダー用紙を配布します。

リレーオーダー用紙は時間を守って提出願います。 

３） 控えの場所取りは必要ありません。当日、サブアリーナを開放しますので

ご利用ください。またサブアリーナ前には製氷機もありますのでアイシ

ングに使用して構いません。ただし、製氷機のスコップは清潔な手で利用

し、氷や水で床を濡らさないように願います。 

４） 更衣は必ず更衣室で行い、濡れたまま水着で体育館内を歩かないでくだ

さい。 

５） サブアリーナ、更衣室、室内プール以外の場所では他の部活動が行われて

います。 

６） 貴重品は厳重に管理してください。盗難事件が多発していますのでご注

意ください。 

７） 電光掲示板はありません。記録は公式掲示で確認してください。 

８） チャレンジレースが先の本レースの記録を上回った場合には、本レース

の正式記録に書き換えます。（上書きします） 

９） 館内の衛生、清潔、整理整頓にご協力ください。ゴミは各自でお持ち帰り

ください。 

１０）結果は「スイムレコードどっとこむ（奈良県）」から競技会終了後アップ

致します。 

 

以上、宜しくお願い致します。 



開　　　場 ８：００ 組数

１ 女 子 ４００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １０：００

２ 男 子 ４００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １０：０５

３ 女 子 ４００ｍ 個 人 メ ド レ ー タイム決勝 １ １０：１０

４ 男 子 ４００ｍ 個 人 メ ド レ ー タイム決勝 １ １０：１５
　

　　インターミッション 　15分間

５ 女 子 １００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １０：３５

６ 男 子 １００ｍ 自 由 形 タイム決勝 ２ １０：３７

７ 女 子 １００ｍ 背 泳 ぎ タイム決勝 １ １０：４１

８ 男 子 １００ｍ 背 泳 ぎ タイム決勝 １ １０：４３

９ 女 子 １００ｍ バ タ フ ラ イ タイム決勝 １ １０：４５

１０ 男 子 １００ｍ バ タ フ ラ イ タイム決勝 ２ １０：４７

１１ 女 子 １００ｍ 平 泳 ぎ タイム決勝 １ １０：５１

１２ 男 子 １００ｍ 平 泳 ぎ タイム決勝 ２ １０：５３
　

　　インターミッション 　15分間

１７ 女 子 ８００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １１：１０

１８ 男 子 １５００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １１：１９
　

　　昼休み 　約50分間

１９ 女 子 ５０ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １２：３０

２０ 男 子 ５０ｍ 自 由 形 タイム決勝 ３ １２：３２

２１ 女 子 ２００ｍ 個 人 メ ド レ ー タイム決勝 １ １２：３８

２２ 男 子 ２００ｍ 個 人 メ ド レ ー タイム決勝 １ １２：４１

　　インターミッション 　15分間

２３ 女 子 ２００ｍ 自 由 形 タイム決勝 １ １３：００

２４ 男 子 ２００ｍ 自 由 形 タイム決勝 ２ １３：０３

２５ 女 子 ２００ｍ 背 泳 ぎ タイム決勝 １ １３：０９

２６ 男 子 ２００ｍ 背 泳 ぎ タイム決勝 １ １３：１２

２７ 女 子 ２００ｍ バ タ フ ラ イ タイム決勝 １ １３：１５

２８ 男 子 ２００ｍ バ タ フ ラ イ タイム決勝 １ １３：１８

２９ 女 子 ２００ｍ 平 泳 ぎ タイム決勝 １ １３：２１

３０ 男 子 ２００ｍ 平 泳 ぎ タイム決勝 １ １３：２４

　　インターミッション 　30分間

３２ 男 子 ４００ｍ フ リ ー リ レ ー タイム決勝 １ １３：５５

チャレンジレース（希望者） １４：３０

第13回 天理チャレンジ水泳競技大会 競技順序

 


